
Kobe City College of Nursing

NII-Electronic Library Service

Kobe 　City 　College 　of 　Nursing

療養生活 に 対す る親子の 認識 の 相違 に焦点 を 当て た看護援助 に よ る 効果

　　　　　　　　　一 思春期 の IDDM 患児と その 親 の 認識 の 変化
一

二 宮啓子

神戸 市看 護大学

The 　Effectiveness　by　tbe　Nursing 　Intervention　Focused 　on 　Differences　of

Perception　on 　Self−care 　Behavior 　Between 　Adolescents　and 　Their　Parents
− Changes 　of 　Perception　of 　Adolescents　with 　IDDM 　and 　Their　Parents一

Keiko　Ninomiya

Kobe　City　 College　 of 　Nursing

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Abstraet
　The　 purpose　 of　 this　 study 　 was 　 to　 clarify 七he　 changes 　 of 　 metabolic 　 control 　 and 　 perception　 of　 adolescents 　 with

IDDM 　 and 　 their　 parents　 as 　 the　 effectiveness 　 by　the　 nursing 　intervention　 focused　 on 　 differences　 of　 perceptioll　 on

self−care 　behavior　between　adolescents 　and 　their　parents ．　 The　subjects 　 were 　27　pairs　of 　adolescents ，　 aged 　from　12
to　18　years 　 who 　had　IDDM 　 and 　their　parents．　 The　2−dimensional血 age 　diffusion　 method 　 was 　 used 　to　 measure 　the

percepしions　 of 　 adolescents 　 and 　their　 parents ．　 The　 adolescents
’
awareness 　 of　 independence　 scale 　 and 　the　 child −rearing

attitude　 scale 　 were 　 administered ，　 and 　semi ・structured 　interviews　 were 　 conducted 　to　 obtain 　information　about

adQlescents
’
self −care 　 behavior．　 These　 measures 　 and 　 interviews　 were 　 administered 　 to　 all　 subjects 　 pre　 and 　 post

nursing 　 intervention．　 The　 nursing 　 intervention　 focused　 on 　 differences　 of 　perception 　 between　 adolescents 　 and 　 their

parents 　gained 　 from　the　first　measures 　 and 　interviews　for　promoting 　 that 　adQlescents 　 and 　their　parents 　understand

each 　other 　were 　 administered ．

　Resu比s　 were 　 as 　 follows ： 1） The　 differences　 Qf 　perception 　 of
“
importance

”
on 　 illness　 related 　 behavior　between

adolescents 　and 　their　parenしs　of 　19　in　27　pairs　Qf 　adolescents 　and 　their　parents　reduced 　significantly ，　and 　7　0f

them 　improved　their　illness　 related 　behaviors　 and 　 metabolic 　 control 　by　the　 nursing 　intervention．　 Especially　2　pairs
of　adolesoents 　 and 　 their　parents ；that　is　adolescent ，　 mother 　 and 　father，　 had　the　 nursing 　intervention　improved

their　 metabolic 　 control 　 signiflcantly ．2） 3adolescents　 who 　 their　metabolic 　 control 　got　 worse 　had　 stressful 　 events

in　dai五y　life　 such 　 as 　 serious 　hypoglycemia，　 intimidation，　 or　 a　big　fight　between　 adolescent 　and 　 mether 　between

first　and 　second 　investigation 　in　all　cases ．

　These　findings　 sugges 七ed 　that　the　 nursing 　intervention　focused　 on 　differences　 of　perception　 on 　 self−care 　 behavior

between　 adolescents 　 with 　 IDDM 　 and 　 their　 parents 　 was 　 effective 　 to　 reduce 　 the　 differences　 of 　 percep 七ion　 of
“
iπ 1portance

”
on 　iL玉ness 　 related 　behavior　between　 adolescents 　and 　their　parents 　 and 　to　improve　 metabolic 　 controL
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は じめ に

　思春期は 急速な内分泌的，身体的，感情的変化の 時

期 で あ る 。 そ の た め，思春期 が慢性疾患 に 影響を与 え，

ま た 慢性疾患が 思春期 に 影響 を 与 え る こ と が 知 られ て

い る 。

　小児の 慢性疾患 の 代表的な もの の
一

つ で あ る イ ン ス

リ ン 依存型糖尿病で は ， 生 涯 を 通 して 薬物療法，食事

療法，運動療法，血糖の 自己測定を行 うこ とが 必要で

あり，よ い 血糖 コ ン ト ロ
ール を維持 しなが ら，正常な

成長 ・発達を遂 げ，合併症 を 予 防す る こ とが 最 大 の 課

題 で あ る 。
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　糖尿病患 児 に と っ て こ の 時期は ， 思春期前に 比 し，

イ ン ス リン に よ る グル コ
ース 代謝 に 25〜 30％ もの 低下

が 見られ，イ ン ス リン 抵抗性 が増強す る
D

と言 わ れ て

い る 。
こ の よ うな状況 の 中で

， 糖尿病患児 は 病状や 治

療に 伴う さ ま ざま な ス ト レ ス を体験し，対処 しな が ら，

継続的な疾患管理行動を行う こ とを 要求 され る 。 そ の

た め ，血糖 コ ン トロ ール は乱れや す く，療養生活 を行

うこ とが 困難な状況に陥りや すい 。

　一
方，糖尿病管理 の 面で は，患児 の 成長 ・ 発達が進

む に 従い ，糖尿病管理を両親に 依存す る割合 が減少し，

患児が 自己管理 して い く割合が 増え て い く。思春期 は

そ の 速度 が 急激 に 進 み や す い
。 こ の こ と に関 して ，最

近 の い くっ かの 研究
2〕3）4 ｝

で ，患児の 疾患管 理 行動 の

早 い 自立は 血糖 コ ン トロ ール に 悪影響を及 ぼ す こ とが

指摘 さ れて お り，糖尿病管理 に お け る役割分担の 取り

決め をめ ぐ っ て，患児 と親 の 間で 療養生活 に 対す る認

識に相違 が 生 じや す く ， そ の こ と に よ り，患児の ス ト

レ ス が増加す る可能性が あ る と推測され る 。

　本研究は，思春期の イ ン ス リ ン 依存型糖尿病患児 と

そ の 親 の 療養生活 に 対す る 認識の 相違 に 焦点 を 当 て た

看護援助を試み，そ れ に よ る患児 と親の 認識の 変化及

び血糖 コ ン トロ ール の 変化を明 らか に し，看護援助の

効果 を検討す る こ とを 目的に 行 っ た 。

研究方法

1．用語の 定義

　 療養生活 ：良 い 血糖 コ ン ト ロ
ー

ル と健康状態を 維

持す る た め に患児お よ び家族が行う 日々 の 生活で，

本研究 で は 7項 目の 疾患管理行動と ， 勉強， 遊び ，

友達っ きあ い，ク ラ ブ 活動，ア ル バ イ ト，酒，た ば

　こ ， 親の 忠告の 8項目の 日常生活行動を合わせた15

項目をい う。

　 疾患管理行動 ： イ ン ス リ ン 注射，食事 の 計量 （計

量 の み で な く， 栄養バ ラ ン ス や食事の 回数な ど食事

療法 に 関す る もの 全 て を 含 む ），間食 （お や っ ），血

糖測定，低血糖 の 補食，運動，規則正 しい 生活 の 7

項目を い う。

　 患児の 認識 ；生活行動の 各項目を どの ぐらい 実施

　して い る か と い う実施の認識と自分の 生活に と っ て

　ど の ぐら い大切か とい う大切 さの 認識 の 2 っ を い う。

　　親 の 認識 ：生活行動の 各項目を子どもが ど れぐら

　い 実施 して い る と思うか と い う実施の 認識 （一部親

　自身 の 行動 の 自己評価 を 含 む） と子 ど もに と っ て ど

れ ぐらい 大切かとい う大切 さの 認識 の 2つ を い う。

　 血糖 コ ン トロ
ール ：調査時を含む 3 ヶ 月間の 糖化

ヘ モ グ ロ ビ ン （以下，HbAlc とす る ） の 平均値。

2．対　象

　 調査へ の 承諾 が得られ た千葉県内の 大学病院の 小

児糖尿病外来に 受診 して い る12〜18歳の イ ン ス リ ン

依存型糖尿病患児 とそ の 親27組 で ある。

3．調査方法

　　療養生活に 関す る患児と親 の 認識を測定す る二次

元 イ メ
ージ拡散法を用 い た調査，患児 の 独立意識に

関す る質問紙 と親 の 養育態度 に関す る質問紙を用 い

　た調査，患児 の 療養生活に 関す る面接調査を行 っ た 。

調査 は 2回行 い， 1回目の 調査結果 に 基 づ き，翌月

の 外来受診日 に親子の 認識 の 相違 に 焦点を当て た 看

護援助を行い，そ の 3 ヵ月後に 2回目の 調査を行 っ

　た 。

　 1） 二 次元 イ メ
ージ拡散法

　　　松原 ら
5｝
が開発 した方法 で，指導内容 に 対応 し

　　た い くつ か の 項 目を，実践頻度 や 意識等を縦横の

　　軸に 設定 した二次元平面上 に貼り付け て もらい
，

　　実際の 生活状況を視覚的 に 捉 え る もの で あ る 。 本

　　研究 で は，横軸 を実施 の 認識 とし，「よくする」

　　か ら 「し な い 」，縦軸を大切さ の 認識と し ， 「とて

　　も大切」 か ら 「大切 で な い 」 と配置 した平面 上 に

　　15項 目の 療養生活が 記入 さ れた 駒 を 対象者 が 置 い

　　て い く。 測定用具として 使用す る た あ に 便宜上 そ

　　れ ぞ れ の イ メ
ージ軸を 14分割し， O〜14点 で 点数

　　化 した 。 得点 が 高 い ほ ど，大切さ，実施の 認識の

　　程度が 高い こ と を意味す る
。 調査 に 先立 ち，二 次

　　元イ メ
ージ拡散法の 信頼性を検討す る た め に，健

　　康な中 ・高校生 とそ の 母親24組に 健康生活の 12項

　　目に つ い て， 4週間間隔 で の 再 テ ス ト法を行い，

　　高い 相関 （r ；0．31〜0．96）を得た 。 また，糖

　　尿病患児 の 調査結果 に おける疾患管理行動 7項目

　　の Cronbachの 信頼性係数 は 0．79で あ っ た 。

　2）患児 の 独立意識 に関す る質問紙

　　　独立意識尺度 は，加藤 。高木
6）

に よ っ て 開発さ

　　れ た青年 自身が もっ 独立意識の 発達的変容を捉 え

　　るため の 測定尺度 で あり，独立性，親へ の 依存性，

　　反抗 ・ 内的混乱 の 3尺度20項 目か らな る。

　 3）親の養育態度に関す る質問紙

　　　養育態度尺度 は，鈴木 ら
T ）

に よ っ て 開発 され た
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　 親 が 子 ど もに 対 して ど の よ う な 養育態 度 を持 っ て

　　い るか を 測定 す る尺度 で あ り ， 受容的
・
子 ど も中

　 心的関わ り，統制的関わ り，責任回避的関 わ りの

　　3尺度30項目か らな る 。

　 4）患児 の 療養生活 に 関す る面接

　　 患児 に 糖尿病 の 管理 の た め の イ ン ス リ ン 注射，

　 血糖測定，低血糖の 対処 ， 食事療法，運動療法，

　 生活規律 を 中心 に 療養生活 の 実際及 び そ れ に 伴 う

　 気持ちと両親か らの サ ポートの 知覚 などに っ い て

　　の 自作 の 面接 ガ イ ドを用 い て ，半構成的 な面接を

　 行 っ た 。

　 5 ）看護援助

　　 看護援助 は， 1回 目の 調査結果 の ア セ ス メ ン ト

　　に基 づ き，患児とそ の 親 の 両方へ の 指導案を作成

　　し，そ れ を 用 い て 患児 と親に別々 に以 下の 基本方

　 針に従 い
， 行 っ た 。

　　 患 児 へ の 看護援助 ： 1回 目の 調 査時 に 患児が 作 っ

　　た二 次元 マ ッ プ を 見 せ な が ら，患児 と親の 療養生

　 活の 認識の 相違，及び実際 の 療養生活 と患児の 療

　 養 生活 に 対す る 認 識 の 相違 に っ い て 説明 し，そ の

　 後患児 の 価値観を尊重 しなが ら，患児 の 目標 に 近

　 づ け る た め に は どん な 生活上 の 工 夫 が で きる か に

　 つ い て 情報を与え，患児 に 決定を促 す。

　　 親へ の 看護援助 ： 1回目の 調査時 に 親が作った

　 二 次元 マ ッ プ を 見せ な が ら，患児 と親 の 療養生活

　　の 認識 の 相違，及 び実際の 療養生活 と親の 療養生

　 活 に対 す る認識 の 相違 にっ い て 説明 し，そ の 後患

　　児 の 療養生活 に 対す る親 の 思 い を考慮 し た 上 で ，

　 患児 の 価値観 を で き るだ け尊重 して 対 応 す る よ う

　　に協力を求め る 。

4 ．分析方法

　 患児 の 認識 の 得点か ら親 の 認識 の 得点を 引 い た値

を親子の 認識の 相違の 得点と した 。 また ， 療養生活

　の 15項 目に 関す る 「認識 の 相違」 の 得点の 絶対値の

合計 を療養生活の 認識の相違 と し， 疾患管理行動 の

　7 項目に 関す る 「認識 の 相違」の 得点 の 絶対値の 合

計を疾患管理行動 の 認識 の 相違 と し，分析 した。

　 看護援助 の 効果 に 関 して は，看護援助前後の 患児

　と親の 認識の 相違及 び疾患管理 行動 ・血糖 コ ン ト ロ
ー

　ル の 変化 か ら分析 した。

結　果

1．対象児 の 背景

　 対象児 は，12歳 か ら18歳 の 中学生 19名，高校生 7

名 ， 短期大学生 1名で
， 男子が 13名， 女子が 14名で

あ っ た 。 罹病期間は平均 5年 3ヵ月で ，血糖 コ ン ト

　ロ
ー

ル （HbAlc 値） の 平均 は，8．1％で あ っ た 。 対

象 の 親 は，母親 が 25名，父 親 が 4名で ，親子 の 組の

内訳 は両親と患児が 2組，母親 と患児が23組，父親

　と患児 が 2組 で あ っ た 。

2 ．療養生活 に 対する患児の 認識，親子の 認識 の 相違，

疾患管理 行動 ・血糖 コ ン トロ ール の 変化 につ い て

　 療養生活 に 対す る親子 の 認識の 相違に焦点を当て

た 看護援助に よ る事例の 変化は 4 パ ターン に 分か れ

た。  親子の 大切 さ の 認識 の 相違が減少 し，血糖 コ

　ン ト ロ
ール が 改善 した事例が 7例，  親子 の 大切さ

の 認識 の 相違 は 減少 した が ，血糖 コ ン ト ロ
ール は 変

化し な か っ た事例が 12例，   親子の 大切 さ の 認識 の

相違 は増加 したが，血糖 コ ン ト ロ
ール は変化 しな か っ

た 事例 が 5 例，  親子 の 大切 さ の 認識 の 相違 が 増加

　し，血糖 コ ン トロ
ール が悪化 した事例が 3例で あ っ

　た 。

　 27例 の うち，疾患管理行動 。血糖 コ ン ト ロ
ー

ル の

改善が 見られ た の は 7 例で，内訳は HbAlc 値が 1

％ 以 上 減少 した者 4例，そ の うち 2例は両親共 に 看

護援助を行 っ た 者で あ っ た。疾患管理行動 の 改善 と

HbAlc 値の 減少が 見ら れ た者 は 1例，疾患管理行

動 は 同 じで ，HbAlc 値が 1 ％近 く減少 し た者 は 2

例で あ っ た 。 ま た， 7例共疾患管理行動 に対す る親

子 の 認識 の 相違は減少 して い た 。

　
一

方，疾患管理行動 ・血糖 コ ン トロ
ール の 悪化 が

見 られ た の は 3 例で ， 内訳は HbAlc 値が 1％以上

増加 した者が 2 例， 疾患管理行動 の 悪化 とHbAlc

値の 増加が 見 られ た者が 1例で あ っ た 。 また， 3例

共疾患管理行動 に対す る親子 の 認識 の 相違 が 増加 し

て い た 。 血糖 コ ン トロ ール の 悪化が 見 られ た 3例 は

　い ずれ も中学生男子 で ，受験期 で あ っ た り，学校 で

重症低血糖を起こ した り， 上級生 に脅され て お金を

取 ら れ た り，大 き な 親子喧 嘩 を し た り して ， 1回 目

　と 2回目の 調査時点 で 患児を取 り巻 く状況 に 変化が

見 られ た 。

　　こ の 3例を除 い た 24例 に お い て ， 1回目と 2回 目

の 調 査 で の 疾患管理行動に 対す る患 児 の 大切さ と実
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施 の 認識 の 相違を比 べ る と，表 1 に示す よ う に ， 2

回 目の 調査時の 方が有意 に 減少して い た （t＝ 2．49，

P〈0．05）。 ま た，疾患管理行動 に 対する親子 の 大切

さ の 認識 の 相違 で も， 表 2 に 示す よ う に
，

2 回 目の

調査時の 方が有意に減少 し て い た （t＝2．11，Pく

O．　05）。

表 1　 疾患管理 行動 に 対 す る患 児の 大 切 さ と実 施 の 認識 の 相

　　 違 の変化

調 　 　査 標本 数 平 　均 　点 t 値

1回 目の 調査

2回 目の 調査

2424

諜 1：：コ 2．49

対 応 の あ る場 合 の t検 定 ＊　 P ＜0．05

表 2　疾患管理行動に 対する親子の 大切さの 認識の 相違の 変

　 　 化

調 　 　査 標本数 平　均　点 t値

1回 目の 調査

2回 目 の 調査

24241

：：：謝：1：ユ 2．11

対応 の あ る場合の t検定 ＊　 P ＜0．05

3．親子 の 認識 の 相違 に 焦点 を 当て た看護援助 に よ る

事例 ごとの変化

　1）疾患管理 行動
・血 糖 コ ン トロ ール の 改善 が 見 ら

　　れ た 事例 1に っ い て （表 3）

　　〈患児 の 背景 〉

　　　高校 1年生，女子 。 イ ン ス リ ン 注射 は 1日 2回 。

　　罹病期間 は 9 年 1 カ 月。両親 と弟 の 4 人家族。

　　〈援助内容と事例の 変化＞

　　　 1回 目の 調査で は，療養生活 に 対す る認識 の 相

　　違 が 大 きく，患児 は 親 の 忠告を大切 で な い の に よ

く受け て い る と思 っ て い た こ と ， ま た ， 母親の 養

育態度 の 統制的関 わ りの 得点 が 高 い こ とか ら，患

児 は親子関係 に よ る ス ト レ ス があ る の で は ない か

と 思 わ れ た 。 患児 へ の 援助 と して は ， で き る だ け

患児の 気持ちを尊重 した上で，患児 の 目標の Hb

Alc値 で あ る 7％ に近 づ け る方法 に っ い て提案 し，

患児 に 実行可能 な方法を選び出す よ うに 促 した 。

具体的 に はタ食前 の 血糖値が高 い 日 は 5分間長 め

に入浴す る こ とと ， 食前の血糖値が 250ml／dl以

上 の 時 の み に 速効型 の イ ン ス リ ン 量 を 1単位増 や

して 注射す る こ とを患児が決め た 。 また，頑張 っ

て い る こ と を ほ め，少 し努力す る とよ くな る と思

う こ と を伝え た 。 患児は ， 今日か ら頑張る と意欲

を見せ た 。

一方，母親へ の 援助と して は，患児 が

両親 は 自分 の 療養生活 に 協力的だ と思 っ て い る こ

と，そ して母親に朝学校に行く と き起 こ して ほ し

い と思 っ て い る こ とを伝 え，患児へ の 理解 と協力

をお願 い した 。 母親 は，「うる さ く言 っ て い る の

で ，い や が っ て い るの で は な い か と思 っ て い ま し

た 」 と うれ しそ う に 話 し， 「寝起 き が 悪 い の で す

が，本人の 希望通 り起 こ します」 と言 っ た。また，

患児が母親の 前で ，今 日か ら頑張る と宣言 した こ

とや 患児 な りに
一

生懸命考 え て 疾患管 理 を 行 っ て

お り， 母親が思 っ て い る 以上 に成長 して い る こ と

を話した こ と に よ り，母親は患児が行動する前に

注意を与 え て しま っ て い た 自分 の 行動 を前向 きに

反省 し，「子 ど もの 行動を待 つ よ う に 努力 し て み

ま す」 と言っ た 。

　 1回目の 調査時 と 2回 目の 調査時 の 変化 として

は，「イ ン ス リ ン の 量を血糖値 や 運動量 な ど に 応

表 3　事例 1 の 看護援 助 に よ る変 化

項 　 　 　 　目 L回 目 の 調 査 2回 目の 調 査

患 児 の 独 立 意 識

の 得点

独立性

親へ の 依存性

反抗 ・内 的混乱

301617 291716

親 の 養育態度 の

得 点

受容的子ど も中心 的関わ り

統制 的関 わ り

責任回避的関わ り

403527 392920

親子 の 認 識の 相

違 の 得 点

親子の 疾患管理行動の 大切さ の 認識の 相違

親子の 疾患管理 行動の認識の 相違

親子の 療養 生活の 認識 の 相違

20，059

，7114

．7

13，133

．167

．6

HbAlc 値 9．47 ％ 8。37 ％
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　じて 自分で 調節す る こ とは な い 」 か ら 「イ ン ス リ

　ン の 量 を 血糖値 が 200mg／d1以上 の 時 に，た ま に

速 効型 の イ ン ス リ ン を 1単位増や して 注 射 して い

　る」 に 変化 して い た 。 血糖測定の 回数は 1 日 2 −

　 3回 で 変化 は な か っ たが， 1回目の 調査 で は，血

糖測定は体の 管理 を するの に 「少 しは役立 っ て い

　る」 と い う思 い で あ っ た の が，「とて も役立 っ て

　い る 」 とい う思 い に 変化 して い た。ま た，体 の 管

理をするの に両親に手伝 っ て ほ しい こ と と して ，

「朝学 校 に 行 く と き起 こ して ほ しい 」 と言 っ て い

　た が，母親が きち ん と起 こ して くれ るよ うに な り，

　2回目の 調査 で は，「今まで 通 りで よ い 」 と い う

気持ち に 変化 して い た 。 患児 は 自分 が 決 め た こ と

を実行し，母親 も努力 して い た 。

　　疾患管理 行動 に 対す る親子の 認識の 相違 は59．7

点から33．1点 に，療養生活 に 対す る親子の 認識の

相違 は ， 114，7点か ら67．6点 に 減少 して い た 。 ま

た，HbAlc値 は 9．47か ら8，37％ に 改善して い た 。

2）疾患管理行動 ・血糖 コ ン ト ロ
ール の 悪化が 見 ら

　れ た事例 2に っ い て （表 4 ）

〈 事例 2 の 背景〉

　　中学 2年生， 男子。 イ ン ス リン注射は 1日 4回。

罹 病期間は 2年 9ヵ 月 。 両親 と姉 2人 の 5人家族 。

父親 は 単身赴任中 。

＜ 援助内容と事例の 変化＞

　　1回目の 調査時は 血糖 コ ン ト ロ
ール を 改善 しよ

う と努力 して い た が，看護援助を行 う時点 で は，

夏休 み に 入り，生活の リズ ム が乱れ ， 友達 っ き あ

い で 間食の 量が 増 え て い た うえ に ，塾 を勝手 に 辞

め た こ とか ら母親と大喧嘩に な り，そ れ を き っ か

け に 疾患管理 が 患児 へ 急 激 に 移行 して しま い，親

子関係が 急激 に 悪化 して い た 。 患児 はや る気 を な

く して い た が ，目標 の HbAlc 値に 近 づ き た い と

い う気持ちは あ っ た た め ，患児 な りに 考え，努力

して い る こ とを 認 め た後，改善方法 に つ い て 提案

した と こ ろ，「夕食前 の 血糖 が 高 い ときは イ ン ス

リン注射 の 後30分あけて食事をす る こ とな らで き

そ うな の で ，や っ て み る」 と言った 。

一
方，母親

は療養生活が乱 れ始め た こ とに 加え，患児 が 勉強

を しな い こ と ， 父親 が 単身赴任中で ある こ と，姉

た ちに 患児に 甘い と言 わ れ る こ とか ら，ス ト レ ス

が 高 い 状態 で あ っ た 。 そ の た め，母親の 気持ち に

共感す る と共に ， 母親が よ く頑張 っ て い る こ とを

認 め，労を ね ぎ ら っ た 。 患児 は思春期で 親を う る

さ く思う時期 で あ り，何度も同じこ とを言わ れ る

とス ト レ ス に な るの で ，最後 の 一
言 は い わ な い 方

が よ い と助言した 。 ま た，患児 は患児な りに 考え

て い る こ と を話 し，患児へ の 理解を促 した 。 母親

は 「そ うで す ね 」 と う な ず き，「話 を 聞 い て も ら

うだ け で も，ス ト レ ス 解消 に な り ます 」 と言った 。

　 1回 目の 調査時と 2回目の 調査時 の 変化 と して

は，イ ン ス リ ン 注射に関 して ，「朝起 きられ な く

て ，た ま に 代わ りに 親 が 注射す る こ と が あ る」か

ら，「親 が 注射す る こ と は な い 」 に 変化 して い た 。

血糖測定 に つ い て も， 「準備か ら後か た づ けま で

を 母 親 が 行 って い る」 か ら，「全部 自分 で 行 っ て

い る」 に変化 して い た。間食 に っ い て は ， 「何も

食べ て い な い 」 か ら，「毎 日 お や つ や清涼飲料水

を食 べ た り，飲 ん だ り して い る」 に 変 化 して い た 。

運動 は好きで，毎日部活で バ ス ケ ッ トボー
ル を し

表 4　 事例 2の 看護援助 に よ る変化

項 　 　 　 　目 1回 目の 調査 2回 目の 調査

患 児 の 独 立意 識

の 得点

独立性

親へ の依存 性

反抗 ・内的混乱

37820 34821

親 の 養 育態 度 の

得点

受容的子 ども中心 的関わ り

統制的関わ り

責任回避的関わ り

351825 352430

親 子 の 認 識 の 相

違 の 得点

親子の 疾患管理 行動 の大切 さ の 認識 の 棺 違

親子 の 疾患管理 行動 の 認識 の 相違

親子の 療養生活の 認識の 相違

10．335

，863

，0

34．649

．0109

。2

HbAlc 値 7．93 ％ 8．13 ％
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て い る の は 同 じで あ っ た が， 2回目の 調査 で は，

冬時間帯 に 入 り，学校 の 下校時間 が 早 くな った た

　め に ，部活 の 時間が 短 くな り，現在 の 運動量 は

「十分」 か ら，「少し足 りな い 」と評価が変化 して

い た 。 また， 1回 目の 調査で は ， 「両親は自分の

療養生活に ま あ ま あ協力的」 と答え て い た が， 2

　日 目の 調査 で は，「協力的だとも協力的で な い と

　も ど ち ら と も言 え な い 」 と評 価 が 変化 して い た。

　 疾患管理 行動に対す る親子の 認識の 相違 は35．　8

点か ら49．0点 に，療養生活 に 対す る親子 の 認識 の

相違 は，63．　0点 か ら109．2点に 増加 して い た 。 ま

た，HbAlc 値 は 7．93か ら8．13％ に 悪化 して い た 。

3）療養生活 に対す る親子 の 認識 の 相違 が 最 も大 き

か っ た事例 3 に つ い て （表 5）

〈 患児 の 背景 〉

　 高校 1年生，男子。イ ン ス リン 注射 は 1 日 4 回。

罹病期間は 1年 7ヵ月。 両親と姉， 弟 の 5人家族。

　〈 援助内容 と事例 の 変化〉

　　患児 は 1回 目の 調査 で ，独立性 と反抗 ・内的混

乱の 得点 が標準値 ＋ 1SD 以上 と高 く，自分 の 行

動 を 厳 し く評 価 して い る こ と か ら，ス ト レ ス が 局

　い 状態で あ る と思 わ れ た 。 ま た ， 自分で考え て行

動す る と い う
一

貫 した 態度 が 見 られ た こ とか ら，

患児 の 療養生活へ の 考え 方 を 尊重 す る と共 に，親

　は見守 っ て い く方向で対応するよ うに 援助すれば

　い い の で は な い か と思 わ れ た 。 患児 に 目標 の Hb

Alc 値 の 5％ に 近 づ くた め に は ど う した らよ い と

思 うか と尋ね る と，「間食 を しな けれ ば，達成で

　きる と思 うが， 6月末 に ア ル バ イ トをや め て か ら

　間食が増え て い て ， そ れ は難 しい 」 と言 っ た た め，

現在 も良 い 血糖 コ ン ト ロ
ー

ル 状態 な の で，今 の 状

態 を維持で きれ ば全 く問題 は な い と話 した 後 で，

間食を少し減ら して み る こ と，血糖値が高い とき

に 運動 を す る こ と を 提案 し た 。 患児 は 「夏休 み に

入 り ， 毎日友達 とバ ン ドの 練習 を して い て ，昼食

が ほ とん ど外食 に な っ て い る 。 もう少 し野菜を取

らな くて は い けな い と思 っ て い る 。 飲み物は お 茶

に して い る 。 」 と言 っ た の で ，工夫 して い る こ と

をほ め た。 また，こ の 親子 は認識 の 相違 は大 きか っ

た が ， 母親は子ど もを理 解 し よ う と い う姿勢 が 見

られ て お り，子ど もも母親が理解 しよ うと努力 し

て い る こ とを 認 め て い た 。 そ の た め
， 母親へ の 援

助 と して は，患児の 療養生活へ の 考え方を尊重 し

て あげて よ い こ とを話 し，そ して 患児 は母親 が 自

分の こ とを理解 しよ う と努力 して い る こ とを認 め

て い た こ と を伝え た 。 ま た，母親は現在気 に な っ

て い る こ ととして ，「夏休み に 入 っ て ，生活 が 乱

れ て お り，私 が言 っ て も聞 か な い が，医者や看護

婦さん か ら言わ れ る と聞くの で，食事 は きちん と

食べ て い るか，血糖測定は して い るか ， 聞い てや っ

て くだ さ い 」 と言 っ た の で，そ うす る と答え た 。

　 1回目の 調査時 と 2回目の 調査時の 変化 と して

は ， 血糖測定 の 回数 は 1 日 2回 か ら， 1 回に 減 っ

て い た が，そ れ は 自分 の 体 で 血糖値が だい た い わ

か る と い う理由が あ る た め で あ っ た 。 ま た ， 血糖

測定は自分の 体を管理 す るの に 「とて も役立 っ て

い る」 か ら 「あ ま り役立 っ て い な い 」 に 変化 して

い た 。 3度の 食事以 外 に おや っ ・パ ン を食べ た り，

清涼飲料水を飲ん だ り して い る頻度が 毎 日で あ っ

た の が， 2回目の 調査 で は，2 日 に 1回に 減少 し

表 5　事例 3 の看護援助 に よ る変 化

項　　　　目 1回目の 調 査 2回 目の 調査

患児 の 独立 意 識

の 得点

独立性

親へ の 依存性

反抗 ・内的 混乱

431017 411417

親 の 養 育態度 の

得点

受容 的子 ど も中心的 関わ り

統制 的関 わ り

責任回避的 関わ り

382121 362723

親子 の 認 識 の 相

違 の 得 点

親子 の 疾患 管理行動 の 大切 さの 認識の 相違

親 子 の 疾患管理行動の 認 識の 相違

親子の 療養 生活 の認 識 の 相違

52．977

．9162
．7

49．263
，1140

．8

HbAlc 値 6，13 ％ 6，13 ％
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て い た 。 運動に つ い て は ，「週 に 3 回筋力 ト レ
ー

ニ ン グ を 行って い る」 か ら ， 「運動 は して い な い 」

に 変化 して い た 。また ， 1 回目の 調査 で は，夕食

は ア ル バ イ トの 後，21 ：30頃食べ て い た の が， 1

回 目と 2回目の 調査 の 間 に ア ル バ イ トをや め， 2

回 目の 調査 で は，「夕食 は 19 ：00に 注射 を して ，

食べ て い る」 に 変化 して い た 。

　疾患管 理 行動 に 対す る親子 の 認識 の 相違 は 77．　9

点か ら63，1点 に ，療養生活 に 対す る親子 の 認識 の

相違 は 162．7点 か ら140．8点 に 減少 して い た 。 また，

HbAlc 値は 1回 目も 2回目も6．13％ で 同じで あ っ

た 。

考　察

　疾患管理行動 ・血糖 コ ン トロ
ー

ル の 改善 が見 られた

7例は，患児 の 意思 を考慮 に 入 れ，具体的 な 疾患管 理

行動の 工夫を提示した中か ら自分で 選び ， そ れ を実行

し た。そ の 途 中で ，患児 に 声 を か け な が ら，努力 を ほ

め，血糖 コ ン ト ロ
ール の 改善を と も に 喜 ん だ こ と に よ

り，患児 の 意欲 が 継続 され た も の と思 わ れ る 。 ま た，

事例 1の 母親が ， 子どもが 意欲を見せ た こ とで
， 「自

分も努力して み ま す」 と言っ た よ う に，子どもの 認識

や 行勁 の 変化 に 伴 い，母親 の 認識 や 行動 に も連動す る

変化 が 生 じ，そ れ に よ っ て 患児 の 疾患管理 行動，血糖

コ ン ト ロ
ール の 改善が 導か れ，さ ら に そ れ が母親の ス

トレ ス を軽減 らせ，親子関係 の 改善 に っ なが る良 い 循

環 を起 こ した もの と考 え られ る 。

　疾患管理行動 ・血糖 コ ン ト ロ
ー

ル の 改善 が 見 ら れ た

事例と悪化が見られ た事例を 比較す る と， 改善が見ら

れ た事例は 意欲が あ り，継続で き た が，悪化し た事例

は意欲 が な か っ た り，あ っ て も継続 で きな か っ た こ と

が 異 な っ て い た よ うに思 わ れ る 。 事例 2 は ， 1回目の

調査時 は 意欲 が 見 られ て い た が，親子喧嘩を きっ か け

に，患児 の 心構 え が で きて い な い ま ま に，突然すべ て

の 疾患管理 行動 を 自分 で 引 き受 け な けれ ば な らな い 状

況 に な っ て しまい ，親子関係が悪化 した こ と に 加 え，

夏休み や下校時間の 短縮な ど 生活の 変化に うま く適応

で きず ， 徐 々 に や る気を 失 っ て い っ た
。

こ の 事例 は

Wysocki ら
1，

や他の 研究で ，最大限に 疾患管理 の 自立

を促す こ とは，悪 い 血糖 コ ン トロ ール を導 くとい う警

告 に 反 して ，親子 喧 嘩 を き っ か け に 疾 患管 理 行 動 の 自

立が急激に 進 ん で しま っ た結果，親子の 認識の 相違が

大 き く な り，疾患管理 行動，血糖 コ ン ト ロ
ール が 悪化

して い っ た もの と思 わ れ る 。 こ の こ と か ら ， 患児が 両

親 は 自分 の 療養生活 に 協力的 で あ る と い うサ ポ ー
ト感

を 感 じ な が ら，疾患管理 行動の 自立 が 進 む よ う に配慮

す る こ とが大切 で あ る と考え られ る。人間関係，長期

休暇や 季節 の 変化 が 患児 の 血糖 コ ン ト ロ
ー

ル に 影響を

与 え る こ と
3 ）

が 明 らか に され て お り，ま た，本研究 に

お い て も，塾 ・ア ル バ イ トの 開始 や 時間 の 変更 な ど に

よ り，生活 の 変化 が 生 じ，うま く適応で きず に 血糖 コ

ン ト ロ
ー

ル を 悪化させ て い た事例が 見 られ た 。 そ の よ

うな療養生活の 変化 に 対応で きる よ う に 継続的な支援

の 必要性が示唆さ れ て い る 。

　患児 の 疾患管理行動 ・血糖 コ ン ト ロ ール の 改善 に対

す る意欲が あ る場合は，二次元 イ メ ージ拡散法 に よ り

臼分 の 疾 患 管 理 行動 を 振 り返 る機会 を 与 え，親子 の 認

識 の 相違 に焦点 を当て た看護援助 を行う こ とに よ り，

疾患管理 行動，血糖 コ ン ト ロ
ール の 改善が 見 られ た 。

しか し， 意欲が低下 して い る患児の場合に は ， 有効で

は な か っ た。意欲 が 低下 して い る 者 に っ い て は．そ の

理 由を知 り，原因 の 除去を検討す る と共 に，変化 の 機

会を 捉 え て ，療養生活 の 改善の き っ か け と な る よ う に

援助 して い くこ とが 必要で あ ろ う。

　事例 3を は じめ数人の 母親が子どもは親の 言うこ と

は 聞か な い が，医師 や 看護婦の 言 うこ と に は 耳 を傾 け

る の で ，看護婦 さ ん の 方 か ら注意 や助言を し て ほ し い

と話 して い た 。 特に 患児が男子の 場合は，子ど もの 気

持ちが分 か らない とい う言葉 が 母親か らよ く聞か れた 。

Steinberg9） は，男 子 の 場合，二 次性徴 の 早期 は子 ど

も と母親 の 葛藤 が 増加す る こ と，そ して そ の 葛藤は 二

次性徴の ピークが 過 ぎた後に低下 し始め る こ とを報告

して い る 。 本研究で も，親子の 大切さ の 認識が軽減し，

血糖 コ ン ト ロ
ー

ル が 改善 した 患児 の 7 例中 6例が 女子

で あ っ た 。 親と患児が同性の 場合， 親は患児の 気持ち

を あ る程度想像で き るが，異性の 場合は難しい よ うで

ある 。 しか し，少 しで も母親 が 息子 へ の 理解を深 め る

よ うに 援助す る こ とが 血糖 コ ン トロ
ール の 改善に っ な

が るの で は な い か と思 われ る。また，Dashiffi°） は 母

親が 思春期 の 娘に起 こ っ た糖尿病 の コ ン トロ ール の 不

安定 な 時期 に 経験 した 苦痛を，父親 よ り も っ と 多 く，

頻回に 受けて い る と感 じて い た と報告し，今野ら
’1）

も

思春期 の 糖尿病患児 の 親が 患児 の 反抗を困難 に 感 じて

い た と報告 して い る。こ れ らの こ と か ら，思 春期 の 患

児を持っ 親の 困難感や ス ト レ ス は高 く，援助を求め て
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い る こ とが伺え る 。 特に ， 家族構成は血糖 コ ン トロ ー

ル と の 関連 が 指摘 され て お り，母子／父子家庭 の 患児

は両親 が そ ろ っ た家庭 の 患児 に 比 べ ，血糖 コ ン ト ロ
ー

ル が悪か っ た と い くっ か の 文献
12）’3）

で 報告され て い る 。

本研究の 対象 に は母子／父子家庭 は い な か っ た が，父

親が単身赴任 して い る家庭が 2組お り，事例 2の母親

の よ うに，患児 の 療養生活 も含 め 家族 の すべ て の 責任

を負わ さ れ て い る と い う不公平感 が あ る 場合 の 母親 の

苦痛や困難感 は計 り知 れ な い
。 この よ うな状況 で 患児

と接 して い くた め に，親子 の 認識 の 相違が 大 き くな り，

親子関係を複雑に して しまう危険性があ る と考え られ

る 。 看護者は親を励ま し，協力しな が ら，患児へ の対

応 を
一

緒 に 考え て い く姿勢 で，親 に 関わ る と共 に，親

子 の 橋渡 し と して ，子ど もの ニ ーズ と親の 対応 を調整

し，親子 の 相互理解を促す こ とが親子関係 の 改善 に と っ

て 有意義で あ る と 思 わ れ る。ま た，父親 が 母親 を サ ポ
ー

トす る役割を果た せ る よ う に援助 して い くこ と も重要

で あ ろ う。

　 27例 中 7例 に疾患管 理 行動 ・血糖 コ ン ト ロ
ー

ル の 改

善 が 見 られ，27例中 19例 に 疾患管理行動 に 対す る親子

の 大切 さ の 認識 の 相違 が 減少 して い た 。 ま た，患児 を

取 り巻 く状況 に 大 きな マ イ ナ ス の 変化が見 られた 3例

を除 い た 24例 に お い て ，疾患管理行動 に 対す る患児 の

大切さ と実施の 認識の 相違及び疾患管理行動 に 対す る

親子の 大切さ の 認識の 相違が 2回目の 調査 で 有意 に 減

少 して い た 。 こ れ らの こ とか ら，療養生活 に 対す る親

子 の 認 識 の 相違 に 焦点を 当て た看護援助は親子の 相互

理 解 を促 し，親子 の 大切 さの 認識 の 相 違 を軽 減 し，血

糖 コ ン トロ ール の 改善に有効で あると言えるの で はな

い だ ろ うか 。 特 に，両親と患児 に 看護 援助を行 っ た 2

例 は，共 に著明な血糖 コ ン ト ロ
ー

ル の 改善 が 見 られ た 。

こ の こ と に関 して は ， 今後事例を増や して 検討 して い

く必要 は あ る が，母親あ る い は 父親だ けで な く，両親

ともに看護援助を行う こ とがより有効 で あると言 える

だ ろ う。

結　論

　思春期 の イ ン ス リ ン 依存型糖尿病患児 と そ の 親の 療

養生活に対す る認識の相違 に 焦点を当 て た 看護援助を

試 み た 結果，以下 の こ とが 明 らか に な っ た 。

1．27例中19例が親子間に おける疾患管理行動 の 大切

　さ の 認識 の 相違 が 減少 し，そ の うち 7例 は疾患管理

行動 ・血糖 コ ン トロ ール の 改善が 見られ た 。 特に患

児 と両親 に 看護援助 を 行 っ た 2 例 は ，共 に 著明 な血

糖 コ ン トロ
ー

ル の 改善 が 見 られ た。

2．血糖 コ ン トロ
ール が悪化し た 3例は い ず れ も 1回

　目と 2回目の 調査 の 間 に 学校 で 重症低血糖を起 こ し

た り，上級生 に脅さ れ て お 金を取 られ た り，大きな

親子喧嘩 を した り して ，患児 を取 り巻 く状況 に マ イ

ナ ス の 変化 が 見 られ て い た。

おわ りに

　思春期は患児を取 り巻 く環境の変化が激しい こ とか

ら，特 に 継続的 な看護援助 が 必要 で あ る と思われ る。

今回 の 研 究 で は ， 1回 の み の 看護援助で あ っ た た め に

十分 な効果 が 得 られ な か った が，今後は看護援助を も

う少 し 長期 の ス パ ン で 継続的 に 行 い ，そ の 評価 を して

い きた い 。
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